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池尻古墳群 の群構造 とその性格
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兵庫県加古川市に所在す る池尻古墳群は,加 古川工業用水ダムー平荘湖の建設に係わる

昭和37年 より昭和40年 に及ぶ発掘調査によって全容が明きらかにされた古墳時代後期の古

墳群である.調 査は東洋大学附属姫路高等学校の上田哲也氏を中心に加古川市教育委員会

が実施 し,す でに成果は昭和40年 に 『印南野一その考古学的研究一1』 として,ま た 『印

南野一その考古学的研究一2』 として昭和44年 公刊されている.こ の調査により把握され

た古墳は,全 て横穴式石室を埋葬施設 とした円墳であ り,8基 を算え,こ の全基が発掘調

査されたのである.従 前,1古 墳群の全てを発掘調査した例は少いだけに古墳時代後期の

群集墳を考える上で極めて重要な視座を提示するものと考えられたのである.私 は,先 に

兵庫県内の群集墳の構造 と性格を窺 うために,宝 塚市に所在する雲雀山古墳群,小 野市に

所在する中番古墳群について分析 し,そ の成果を公表 して来たが,池 尻古墳群についても
____.応の分析を私案として用意するところがあった .と ころが,本 年,兵 庫県労働部では,

この平荘湖の北岸,池 尻古墳群の調査済地の北にC・S・R(カ ルチュア ・スポーツ ・リ

クリエイショソ)計 画に基ず く施設の建設を計画し用地を取得し,兵 庫県教育委員会に古

墳の有無について照会するところがあった.県 教育委員会では現地を踏査 したところ,従

前に発掘調査された8基 の北に新 しく4基 の古墳を発見,そ の取扱について協議を重ねて

こられた.結 果,内2基 については発掘調査を実施することとし,兵 庫県教育委員会が調

査主体とな り奈良大学がこれを援助することとなった.調 査中,新 しく隣接地から1基 の

古墳を発見し,文 化庁とも協議 し,こ の1基 を も調査す ることとし,結 局3基 の発掘調査

が実施された.結 局,池 尻古墳群は13基 か らなる古墳群であ り,内11基 が発掘調査され,

2基 が調査されていない現況となった.今 回の調査の成果をも含め,池 尻古墳群の構造と

その性格を検討することとしたい.

1.池 尻古墳群の概要

池尻古墳群は,従 前,種 々の名称でよぽれているが,一 応 「池尻古墳群」の名で統一し

ておきたい.ま た,従 前の調査が池尻古墳群だけではなく,加 古川工業用水ダムー平荘湖

用地内の古墳全ても対象としたこともあ り,用 地内で通 し番号で編号され,本 古墳群の各

基は第5～12号 墳 と呼ぼれている.本 稿では,池 尻古墳群のみをとり上げることとしてい

るので,再 度編号することとし第5号 墳を第1号 古墳とし,第6号 墳を第2号 古墳,第8
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号墳を第3号 古墳,第7号 墳を第4号 古墳,第10号 墳を第5号 古墳,第9号 墳を第6号 古

墳,第12号 墳を第7号 古墳,第11号 墳を第8号 古墳と改号するとともに,今 回調査 した3

基中最も低い位置を占める古墳を第9号 古墳,中 央の古墳を第10号 古墳,最 高位にある古

墳を第11号古墳 と名付けることとしたい.こ うした再編編号に従って各古墳の個 々の姿を

記述することとしよう.

第1号 古墳:古 墳群東端に位置し南面する横穴式石室を持つ.石 室は全長7.92m,玄 室

4m,幅2.05mを はかる.両 袖の制をとり左袖(玄 室か ら羨道を見て)が 大きく右袖が小

さい.両 袖部に供献用土器が集中 し,ま た奥壁隅に馬具,一 方に銑錺iが見られた.奥 壁石

材は1石,袖 石も幅広い巨材を使用する.

第2号 古墳:第1号 古墳の西15mに 位置 し南面する横穴式石室をもつ.石 室は全長7.95

m,玄 室長3.52m,幅 は奥壁で1.95m,中 央で2.11m.両 袖式の制をとるが左袖の出が大

で右袖は小さい.原 位置を留める遺品は見 られない ようである.奥 壁は1石 を用い,袖 石

も幅広い巨材を使用している.

第3号 古墳:第2号 墳の西50mに 位置する.墳 丘は径25m,高 さ3.8m.南 面する横穴

式石室をもつ.石 室全長8.17m,玄 室長さ3.95m,幅 は奥壁で1.87m,袖 境で2.22rnを 測

る.両 袖の制をとり左袖の出が大で右は小さい.原 位置をとどめる遺物はないが耳飾 り数

から4人 以上の埋葬が知られる.奥 壁は1材 を継石 し,袖 石材は細 く短い.

第4号 古墳:第3号 古墳の東20mに 位置する.墳 丘は小さく径6m,高 さ0.4m,東 面

する横穴式石室をもつ.石 室は全長4.74m,幅 は奥壁で0.92m.無 袖の制をとるが玄室は

側壁用材が大きく羨道は小さい.右 側壁に直刀と須恵器が原位置であ り2体 以上の埋葬が

推定されている.

第5号 古墳:第3号 古墳の西に位置する.南 面す る横穴式石室をもつ.石 室は全長7.05

m,玄 室は長さ3.45m,幅 は奥壁で1.8m,中 央で2mを 測る.両 袖式の制をとり,右 袖

の出が大きく左袖は小さい.奥 壁の須恵器,銑 鎌から確実な1棺 があるが他は掩乱で確め

えない.奥 壁は1材 でな り,袖 石は細 く短い材を用いる.

第6号 古墳:第3号 古墳の東北20mに 位置 し,墳 丘をとどめない.東 面する横穴式石室

をもつ.石 室は無袖の制をとり,全 長4.92m,幅1.09mを 測る.石 室中央に仕切石を設け

石室を2分 する.追 葬が考x.ら れている.奥 壁は1材 に他の1材 で横継ぎしている.

第1表 池尻古墳群概要表

＼ 項 目

新編号＼ ＼

第1号 古墳

第2号 古墳

第3号 古墳

第4号 古墳

第5号 古墳

第6号 古墳

第7号 古墳

第8号 古墳

第9号 古墳

第10号古墳

第11号古墳

r印南野』

旧号

第5号 墳

第6号 墳

第8号 墳

第7号 墳

第10号墳

第9号 墳

第12号 墳

第11号 墳

今回調査

占 地

尾根 ・群名

第1尾 根第1群

〃

第2尾 根第1群

〃

第3尾 根第1群

〃

第4尾 根第1群

〃

第4尾 根第2群

〃

〃

著 室

石 室 型 式

両 袖一a

両 袖一b

両 袖m
無 袖

両 袖一b

無 袖

両 袖m

片 袖一a

　

ト
リ

一

一

袖

袖
袖

片
片

無

全 長

7.92

7.95

8.17

4.75

7.05

4.92

6.83

7.74

7.50

11

4.90

玄室長 玄室幅

11

3.52

3.95

3.45

2.71

3.48

3.60

3.00

2.05

1.95

1.87

0.92

1.80

1.09

1.80

1.65

1.70

1.60

0.90

石室軸

南 面

南 面

南 面

東 面

南 面

東 面

南 面

南 面

面

面

面

西

南

西
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第7号 古墳:本 古墳群最西端の古墳である.南 面する横穴式石室をもつ.石 室全長6.83

m,玄 室の長さ2.71m,幅1.8mを はかる.羨 道は2段 になり奥部は長さ2.40m,幅1.32

m,入 口部は2次 的増設とされる.石 室は両袖の制をとり右袖の出が大きく左は小さい.

奥壁隅で須恵器,玄 室袖部で耳飾を発見 し1～2体 の埋葬は確実である.奥 壁は巨材をた

て他の1石 を横継ぎし,袖 石は細 く短い材が使用されている.

第8号 古墳:第7号 古墳の東15mに 位置 し,墳 丘径15m,南 面する横穴式石室をもつ.

石室は全長7.74m,玄 室の長さは3.48m,幅 は奥壁で1.65mを 測る.片 袖式を制をとり右

側壁に袖を見る.報 告書では両袖式とし両側壁に細 く長い袖石を見ると記すが,出 として

は片袖である.玄 室袖部の耳飾1対,羨 道側壁ぞいの須恵器が原位置かとされている.須

恵器に時期差があ り2次 以上の埋葬が推測されている.

第9号 古墳:今 回の調査に係る.第8号 古墳の北に位置することとなろう.墳 丘径13m

高さ2.Om,西 面す る横穴式石室をもつ.石 室は現存の長さ6.5m,復 原すれば7.5～8m

となろう.玄 室は3.6m,幅1.7mを 測る.片 袖の制をとり左袖が0.47cm出 る.遺 物,施 設

か ら見て,奥 壁ぞいに台石四石を配 した1棺 があ り,須 恵器 ・土師器 ・砥石 ・銑鍬がそえ

られていた.袖 を見る南側壁にそって1棺 があ り,直 刀,鉄 鍬,須 恵器を,ま た北壁にそ

い耳飾をもつ1棺,羨 道に須恵器などをもつ2棺 があ り,5次5人 以上の埋葬が窺える.

奥壁は2石 か らなり,袖 石は幅広 く長い石材を使用している.第1次 葬者は副葬の須恵器

か ら見て6世 紀後葉初の時期が与i{..られる.

第10号 古墳:第9号 古墳に北接する.墳 丘は径12m.南 面する横穴式石室をもつ.石 室

は全長8m,玄 室は長さ3m,幅 は奥壁で1.6mを 測る.片 袖式の制をとり右側壁に0.25

mの 出をもつ袖を見る.右 側壁ぞいの奥に1棺 があ り須恵器を若干もつ.こ の他,玄 室右

側壁前より,左 側壁ぞいの前 より,奥 よりに各1棺 の存在が考えられ4人 の被葬者を推測

している.奥 壁は2石 か らな り,袖 石は細 く短かい石材を用いている.第1次 被葬者は副

葬の須恵器から見て6世 紀後葉末の時間が与えられる.

第11号 古墳:第10号 古墳に北接する.墳 丘は径7mを はかる.西 面する=横穴式石室をも

つ.石 室は現存の長さ4.18m,復 原4.9m,幅 は奥壁で0.9mを 測る.無 袖の制をとるが側

壁の石材,架 構に玄室と羨道の区別を見る.副 葬の品などに原位置を示すものはないが耳

飾 りから見て2棺 の存在が確め られる.須 恵器の示す6世 紀末葉の造墓であろう.

編 年

A・D

560

565

560

590

560

590

560

570

570

580

590

造 墓

序 列

i

↓

↓

↓

1

被 葬
者 数

十

明

2

不

4十

2

明不

2

十

十

9
一

9
一

5

4

9
一

盲
田 葬 品

土 器

壼,増,圷,平 瓶等

高圷,圷 等

増,平 瓶,圷 等

瓦泉,増,高 圷

甕,壼,高 圷

椀,圷,壼

壼,腺,増,圷

整理中

装 身 具

耳飾1対

耳飾2点

耳飾4対 ・指輪

耳飾1点

耳飾1点

耳飾1点

耳飾2点

馬 具

辻金具轡

金鈴

鉄片

武 具

鉄嫉

直刀

鉄片

鉄嫉,刀 子

その他

紡錘車
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加古川工業用水ダムー平荘湖の建設,C・S・R関 連施設の建設に伴 う発掘調査で得 ら

れた池尻古墳群各基の概要は以上の通 りである.今 回の調査に当 り,平 荘湖建設時の調査

対象となった第1・2号 古墳は水没 してお り僅かに第2号 古墳の天井石が水面にうかぶ.

第3・4号 古墳は現存 し,第5号 は現存す るものの第6・7・8号 古墳は道路敷になった

ためか姿を見ることが出来なかった.従 って5基 が残存 し,3基 が確認されない現況であ

る.一 応,そ の概略を前頁に表示 しておく.

2.池 尻古墳群の微地形と占地

池尻古墳群は興味ある地形に営まれている.東 ・北 ・西の3方 を峻険な山に囲まれ,南

にひらける地形),r位置 し,三 方の急な傾斜面がやや落ちつき,台 形の緩傾斜面とな り,や

がて平地になろうという傾斜変換線に占地している.詳 細に検討すると,北 から南へ,西

か ら東へ と低 くなるが,こ の緩傾斜面YTは 北から南へ伸びたかすかな尾根筋が4条,東 西

に並んでいることが判る.こ の尾根が西の尾根ほど高 く,東 ほど低いことは言 うまでもな

い.尾 根筋は東 ・西両端の尾根が幅広 く中2条 の幅は狭い ようである.

こうした微地形 と本古墳群の形成を併せ考えると注 目すべき事実が浮び上ることとなる.

まず,東 端の幅広い尾根には第1・2号 古墳が占地 しており,幅 広いだけに東西(や や北

より)に この2基 が横ならびしているようである.こ の東端の尾根筋 と西の尾根筋の間に

は谷状の凹地が北へのびびることがた しかめ られる.い ま東端の尾根筋を第1号 尾根とし

順次西へ第2・3・4尾 根と呼ぶことに しよう.第2尾 根は幅狭い尾根筋である.こ の尾

根には,第3・4号 古墳が築かれている.第3号 古墳は尾根筋を利用し,第4号 古墳は尾

根筋の高みで東に下る傾斜面を利用 して存在する.第4号 古墳が東に開口する理由もこの

東の傾斜面の存在,第1の 尾根との間の谷状の北へ伸びる凹みとの関係で生 じているので

あろ う.第3尾 根も第2尾 根と似て幅狭い尾根筋である.第5・6号 古墳が営まれている

が,第5号 古墳は尾根筋を利用 し,第6号 古墳は尾根のやや高み,東 へ下る傾斜面を利用

して営まれている.第6号 古墳が東へ開 口する理由もこうした地形から肯けるところであ

り,よ く第4号 古墳と在 り方が0致 する.第4尾 根は西端にあ り第1尾 根と似て幅広い尾

根である.こ の尾根には,第7・8号 古墳が尾根の幅の上に東西)/TY1...並び してお り,第1

尾根と在 り方を共通させている.た だ,こ の尾根の高みには,西 縁の肩を利用 して,第9

・10・11号古墳が高みへと連なっている.東 に空間地をのこしているだけに,西 の谷地形

にそ うこうした連な りは第4尾 根の西縁と係る占地であると言えよう.9・11号 古墳の石

室が西面することもそ うした占地とかかわるものと言えよう.な お,未 調査の2基 は,1

基が第2尾 根をかな り北へ登った高みにあり,1基 が第3尾 根をやは りかな り登った高み

にあ り,第2尾 根の第3・4号 古墳,第3尾 根の第5・6号 古墳の接 し合 う在 り方とは異

る別の在 り方を示すものである.

池尻古墳群を構成する13基 の古墳は,意 味なく分布するのではな く,微 地形を追 う中で

明)/Y一 定のきまりをもって営まれていることが明確になって くるのである.第1尾 根に

は2基 が左右に接 し合い,第2尾 根では前後に2基 が接 し合い,奥 に離れて1基 が,ま た

第3尾 根でも2基 が前後に…接し合い,奥 に入り離れた1基 がある.第4尾 根では左右に2

基が接し合い,さ らに僅かの距離をおいて3基 が前後に接 し合 う形で存在し合っているの

である.尾 根と谷を絡み合せると,13基 の古墳は,第1尾 根1群(第1・2号 古墳),第

2尾 根2群(第3・4号 古墳)・(第13号 古墳),第3尾 根2群(第5・6号 古墳)・(第12

号古墳),第4尾 根2群(第7・8号 古墳)・(第9・10・11号 古墳)と 分別されることと
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なるのである.換 言すれぽ13基 からなる池尻古墳群は大別すれば4条 の尾根の示すように

4群 に分けられるが,詳 細に検討すれば,さ らに7つ の小群に区分す ることができるので

ある.す なわち,4群7小 群が得られることとなるのである.

いま仮 りに,こ うした区分を第1尾 根第1群,第2尾 根第1群,第2尾 根第2群,第3

尾根第1群,第3尾 根第2群,第4尾 根第1群,第4尾 根第2群 と呼ぶ こととしよう.第

1尾 根第1群 は,尾 根筋の先端,平 地に面して第1号 古墳があ り尾根と平地か らするか ぎ

り正面に来るのはこの古墳であり,尾 根の西へ片寄 りやや高味,平 地か らすれば奥に営ま

れた古墳として第2号 古墳が存在する.た だ尾根幅がひろいこともあ りともに南面するが

第1号 古墳に くらべ脇で奥とい う場が与えられていると言える.同 様なことは第2・3尾

根の第1群 でも言えるところである.こ の2つ の群は,尾 根の先端,平 地に接 した地に南

面の第3・5号 古墳があ り,平 地からみても尾根か らしても正面を占めている.と ころが

第4・6号 古墳はそれぞれの尾根が幅狭いこともあって,と もに尾根の東斜面にかかると

ころ,し かも高味に営まれ東面する石室をもっている.両 者に見 られる東の谷から至るか

尾根の東斜面を通 って至るかのいずれかであろう.と すれば,平 地か らも尾根筋からも正

面観を形成する第3・5号 古墳に対 し,第4・6号 古墳は脇で奥の観をもつ ものであるこ

とが指摘できるであろう.な お,こ の第2・3尾 根にはそれぞれ第2群 として各1基 が第

1群 か ら離れて高味に造 られている.第1群 より古いものとして成立するか,第1群 の正

面を占める第3・5号 古墳より遅れるものとして成立するかの立地であ り,奥 の脇とした

古墳と同様,群 として第1群 の奥,脇 に当る地形を占めている.恐 らく東面する横穴式石

室と考えられるものである.第4尾 根の第1群 は,尾 根の先端,平 地に接する場を占め2

基が並ぶが,こ れは尾根幅が広いことに基 く.尾 根を谷の関係からすれば第7号 古墳が正

面を占め,第8号 古墳が東にややより緩やかな東斜面に立地 したことにな り脇,奥 といっ

たイメージを担 うことになるのである.と ころで今回調査 した第9・10・11号 古墳は,こ

の第4尾 根の第2群 を構成する.尾 根の西斜面の肩を巧みに利用 して次第に高みへ連なる

が,こ の1群 は第1群 の正面観を形成する第7号 古墳の西奥 ・脇に当ることとな り,群 と

して第1群 の奥 ・脇のイメージをもつことになる.ま ず,最 も下手にある第9号 古墳は西

面 してお り,第10号 古墳が南面,第11号 古墳が西面する横穴式石室を もつ ことが重要であ

る.第9号 古墳は第7号 古墳の脇,奥 を占めるかぎり尾根の高みとな り,従 って西面 とい

った軸をとらざるを得な くなるのである.こ うして西面の軸が誕生するとこの第9号 古墳

を正面とし,脇,奥 としたその高みに南面 した第10号 古墳が登場するのである.第11号 古

墳が西面するのも第10号 古墳を正面に置いて考えた場合にその異いが起る理由も明白とな

るであろ う.

3.池 尻古墳群の墓道復原

池尻古墳群をこのように占地から検討 して来ると,尾 根や谷の関連から正面をイメージ

する場を占める群 と,脇 な り奥をイメ・一一ジする場を占める群のあることがまず指摘される

であろう.各 尾根の先端,平 地に接して所在する第1群 が正面のイメージをとり,谷 な り

斜面を利 して高味に営まれた第2群 が奥脇といったイメージを漂わせる.先 に墓域を占め

る場合,位 高き者が墓域を占める場合,正 面となるべき場を占めることは改めて説 くまで

もないであろう.従 って第1群 にそうした性格を与}る ことが可能であり,ひ いては第2

群に後に墓域を獲得設定 したもの,位 はじめは低きものが高きを得て設定する.そ うした

場合が想定されるのである.各 尾根の第1群 と第2群 の間にこうした基本的な差異のある
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ことがまず明白にになるのである.

同様なことは,各 群を構成する各古墳にもあてはめ得るであろ う.第1・3・5・7・

9号 古墳は,い ずれもその群の中で正面観を作 り出す ものであ り占地からみても中心,正

面のイメージをもつものである.一 一方,2・4・6・8・10・11号 古墳は,い ずれも占地

な り横穴式石室の向きか らしても脇であ り,奥 のイメ・一一一ジをもつと言える.例 えば第3号

古墳か ら東北に折れて谷をのぼり第4号 古墳に至るとい うように,常 に正面を経て,正 面

を観て折れて一脇へ より奥へ より一の表現があるように,正 面のイメ・一一ジに規制されてい

るのである.墓 域内に最初に尾根先の正面を占め,正 面のイメ.一一.ジをもつ古墳が誕生し,

のちその脇を経て奥に次の古墳一正面),r規制された脇,奥 のイメ・一一ジの古墳一が営まれて

いくのである.こ の場合も先),rY`..造墓するものが正面を,あ るいは位高き者が正面のイメー

ジを握るであろうことは説 くまでもないであろう.群 を構成する2基 の中に もこ うした

「正面」と 「奥 ・脇」のイメージの差が息づ くのである.

こうした正面 と脇のイメージが各古墳,各 群に与えられるとそれぞれの間を連繋する道

墓道がよみがえってくる.か つて墓道として集落か ら古墳に至る間に性格によって,根 道

幹道 ・枝道 ・茎道とい う4種 の墓道を区別 したことがある.茎 道は,横 穴式石室の羨道の

前面にほぼ石室と同軸,延 長として設けられる道であり古墳 ごとに見られる.枝 道は1～

数基の古墳が共有する道であ り,古 墳と古墳を連繋する道である.こ の道は幹道か ら分れ

て生じ,茎 道を分岐するものである.幹 道は,1～ 数基なる古墳のグループを連絡する道

であ り,群 を繋 ぐものとして機能する.根 道は,群 のいくつかを集合させた0つ のまとま

りをい くつか連繋する道であり,集 落か ら墓域に至る道 として機能する道である.

集)/Y至 る道),rY`.こうした4種 の道を区別 した上で池尻古墳群を見ると,微 地形な り占地

を通じて得られた各群の間にそれぞれの墓道が息づいている状況が浮かび上って くる.各

古墳の羨道の前に茎道のあることは,こ れ らの石室の床面が墳丘基底よりなお一段と高い

ことから墳丘基底に出るまでの間の道 としても存在 し,ま た墳丘をめ ぐる道としても存在

する.枝 道は,第1尾 根の第1号 古墳の茎道から北西に尾根斜面を通 り第2号 古墳の茎道

に結ぶ道であり,第2尾 根では第3号 の古墳の茎道から尾根東斜面を通 り北西の第4号 古

墳の茎道に至る.第3尾 根では第5号 古墳の茎道から出て尾根の東斜面を通 り第6号 古墳

の茎道を繋 ぐ.第4尾 根では第7号 古墳の茎道を発し,尾 根先も東北に回り第7号 古墳の

茎道へ結び,ま た第9号 古墳の茎道を出て北東に進み第10号 古墳の茎道に達 し,再 び北西

に尾根西斜面を通 じて第11号 古墳の茎道をつな ぐ道なのである.枝 道は このよう)/7Y1...各古墳

の茎道をつなぐものとして機能するのである.

枝道でまとめられた各群を連繋するもの,そ れが幹道である.第1尾 根第1群 と第2尾

根第1群,第3尾 根第1群,第4尾 根第1群 を連繋するものとして東西に走 る道を考える

場合,第1・3・5・7号 古墳が尾根先,平 地への変換線に連なることは,こ の変換線が

根道の位置 となってくるのである.し たがって第1・3・5・7号 古墳を連ねる幹道が顕

現することとなるのである.次),rY`.第2・3・4尾 根の第1群 と第2群 とした二者の間にも

往来の道が必要かと思}る.こ の間の道は,第1群 の枝道を延長 し第2群 に至る型の道と

先に復原した各尾根の第1群 を東西に結んで走る幹道か ら岐れ第2群 にそれぞれたどりっ

く谷合な り尾根脇を利用した型の道が考え られるのであろう.第2・3尾 根の場合,尾 根

の東斜面を利用して第3・5号 古墳か ら第4・6号 古墳への枝道が作られているが,第2

群である第12・13号 古墳へは遠 く谷筋を道とすることの方が妥当である.第4尾 根の場合

は第1群 の枝道が東北にのびるのに対 し,第2群 は西北にあ り枝道の延長とはならない.
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したがって枝道とは別に1道 を想定せねばならないであろう.恐 らく各尾根の第1群 を,

東西に連繋 した幹道と,こ の幹道から第2群 に至るいま1つ の幹道が3条 た どれることと

なるのである.こ の3条 の幹道が,第1群 をつな ぐ幹道から岐れ出るものであ り,利 用 し

てはじめて生きるものだけに後出の幹道と見倣 しうるであろ う.

各尾根の第1群 を東西に結ぶ古い1条 の幹道を具体的に見ると2条 の根道ともい うべき

道の存在が気付 く.1は 集落から第1尾 根に至る根道であ り,2は 集落から第4尾 根に至

る根道である.と もに南から北へ,低 い平地か ら高い山すそに至る道である.第1,第4

尾根 ともやや深い谷を脇にもつことに由来するのであろう.第1,4尾 根 とも第1群 が内

側に枝道をもって展開す ることを思えば,本 古墳群に至る道は東,西 両端の北への山道が

根道として息ずいていたろうことを推察させるのである.

集落を発 した2条 の根道は山道でもあったろ うが,墓 域の東西両端に至る.こ こか ら東

西に連繋 した幹道が岐れ第1群 の4基(1・3・5・7号 古墳)が 形成され,つ づいて奥

へ3条 の幹道が谷を利用 して設け られていく.こ の幹道からさらに枝道が出,こ こに後続

する第2・4・6・8・10・11号 古墳が誕生 し,茎 道でつながる.そ うしたあざやかな墓

道の世界が復原されるのである.

4.池 尻古墳群の形成序列

墓道の復原の過程で,す でに池尻古墳群の形成過程が浮び上 って来た.第1・3・5・

7号 古墳が早 く登場 し,第2・4・6・8号 古墳が続 く,こ うした姿が枝道の形成から窺

われる.ま た幹道の状況から,第2・3・4尾 根の第2群 が,第1群 の第1・3・5・7

号古墳 より遅 く形成された ことが知 られる.加}て,第4尾 根の第2群 一今回調査 した古

墳一も枝道の形成過程か ら第9・10・11号 古墳と順次営造された状況が読み とれるのであ

る.微 地形の占地,墓 道の形成か らこうした形成序列を得るが,こ うした序列を一方,古

墳自体から追求することもまた可能である.

池尻古墳群を形成する13基の古墳中,11基 の内部主体が調査されていることは再三のべ

た.こ うした内部主体一横穴式石室を検討するな らば,そ の平面形に3種 の形態が区別で

きる.第1は 両袖式石室であ り,第2は 片袖式石室,第3は 無袖式石室である.第1の 両

袖式石室には両袖とも顕著なa型 と顕著でないb型 が,ま た第2の 片袖式にも袖の出の顕

著なa型 と少いb型 に細分できるであろ う.葬 室と羨道を明確に区別する第1-a型 が最

も初源的形態であ り第1-b型 へ と移 り,順 次第2-a型,第2-b型 へ と変遷 し,や が

て区別 しない第3型 となり,最 後には小形の小石室(本 古墳群には存在 しない)と なるの

である.こ うした石室の形状と変遷を考}る と,第1尾 根第1群 は正面の第1号 古墳が第

1-a型,脇 の第2号 古墳が1-b型 とな り,第2尾 根第1群 では第3号 古墳が第1-a

型,脇 奥の第4号 古墳が第3型,第3尾 査の第1群 も同様正面の第5号 古墳が第1-a型

脇奥の第6号 古墳が第3型 となる.第4尾 根の第1群 でも第7号 古墳が第1-a型,脇 の

第8号 古墳が第2-a型,同 じ尾根の第2群,最 も低い第9号 古墳は第2-a型,第10号

古墳は第2-b型,第11号 古墳は第3型 となっているのである.従 って,第1尾 根第1群

は(1-a型)→(1-b型,)第2尾 根第1群 は(1-a型)→(3型,)第3尾 根第1

群 も(1-a型)→(3型,)第4尾 根第1群 は(1-a型)→(2-a型,)第2群 が

(2-a型)→(2-b型)→(3型)へ と変遷することとなるのである.

微地形の占地と墓道か ら復原 した池尻古墳群の形成序列と,各 古墳のもつ横穴式石室の

形態か らする形成序列は,鮮 やかに吻合す るのである.こ こに本古墳群の形成過程は明確
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になった と言えるであろう.未 調査の第2・3尾 根の古墳が第1-bな り第2-a・bと

いった型の横穴式石室をもつ ものであろうことも容易に推測されるであろう.

ところで,こ うした横穴式石室の形態は,そ の盛行の時期が限定できるのではないかと

私は考えている.第1型 は6世 紀中葉に,第2型 は6世 紀後葉に,第3型 は6世 紀末葉,

第4型 は7世 紀初葉に編年できると考えているのである.換 言 すれ ぽ第1-a型 に西暦

560年 代前半,b型 に後半,第2-a型 に570年 代,b型 に580年 代,第3型 に590年 代,第

4型 に600年 代を与えたいのである.

横穴式石室内は普通は掩乱されて遺体の埋葬状況を窺 うことはむつかしい上,埋 葬序列

を明きらかにする事は至難である.し か し本古墳群の場合,第9・10号 古墳の奥壁ぞい,

右側壁奥よりの遺体は状況から第1次 被葬者と見て誤 りなく,年 代も上記の編年に合致す

ることが指摘できる.

このように見て くると,560年 代に造墓を見たのは第1・3・5・7号 古墳の4基 であ

り,第1～ 第4尾 根の先端を占め一斉に営まれたこと,集 落を出た2条 の根道が山にのび

る.そ の間を東西につなぎ尾根先をむすんでの幹道が同時に拓かれるのである.565年 代

になると,第2号 古墳が,570年 代になると,第8号 古墳が登場する.両 端の群であり,

根道の未端,幹 道の拠点であることが注 目される.同 時に,560,565年 代),r造墓を見なか

った第4尾 根奥に,第9号 古墳が誕生 してくる.各 尾根先端が第1～4号 古墳に先取され

ているところか ら止むなくこの奥地を占地するのであろう.第2・3尾 根の第2群 もこの

ころに成立 してくるのであろうか.580年 代には第10号 古墳の成立がある.第9号 古墳に

つづ く逸早い造墓である.590年 代それまで560年 代に1基 を形成 しただけで後織す る古

墳を築かなかった第2・3尾 根に一斉),r第4・6号 古墳が形成され ・また第4尾 根第2群

の第11号 古墳が造墓されるのである.こ の期の造墓以降,600年 以降にはこの地にはもは

や造墓の現象はとだえるのである.

このようYY各基,各 群の形成序列に年代観を与え編年すると,第1～ 第4尾 根の第1群

は一斉に560年 代に造墓するが,継 続 して565年,570年 代に後続墓を形成し以降造墓を

やめる第1・4尾 根と,560年 以後造墓せず590年 代に急に造墓す る第2・3尾 根1群 が

顕著な在 り方の相違を見せ注 目されるし,560年 代造墓 し}/L.ず止むな く尾根の奥に新 しく

造墓をはじめた各尾根の第2群 の中にも,第4尾 根第2群 のように570→580→590年 代と

順次後続の墓を営む群と第2・3尾 根の ように1基 で終焉 し後続の墓を営まない群があり

やは り鮮やかな在 り方の相違を示 しているのである.

5.池 尻古墳群の性格

池尻古墳群の構造とその形成の序列,年 次が明確になると,次 に問われるのは,こ の古

墳群の性格である.560年 代に尾根先に一斉に4基 の両袖式石室墳が誕生 したのち,570

年以降,尾 根の奥 よりに3基 の古墳が登場して くる.こ うして,本 古墳群は7群 が算えら

れることとなるのである.各 群中にはさらに後続の古墳が営まれている.こ うしたあ り方

か ら,こ れ らの群の背景 となるものが 「家族」とい う概念であり,そ の歴史的な流れの中

で群を生み出す ことが読みとれるであろう.1基 の横穴式石室内には多くの人々が葬られ

ていること,両 袖式 ・片袖式石室の場合,例 えぽ第3号 古墳では4種 の耳飾の出土があり

4人 以上,第9号 古墳は5人 以上,第10号 古墳4人 の葬者が一応たしかめられているので

ある.石 室の奥壁な り側壁の袖側には石室内でも最 も古く最も量も多 く質のす ぐれた副葬

品をもつ死者があ り,こ の死者が戸主 と考えられるので,他 の人々は家族員とい うことに
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なろう.横 穴式石室墳は戸主の死のたびことに,朝 廷な り国郡の承認を得て造墓され,-」

旦先の石室に葬られた場合でも新 しい死 した戸主 と深い縁な りつなが りをもつ者は新 しい

石室に再a改 葬一移葬されるのである.各 群が2基 な り3基 からなることは,戸 主の死

が2度 な り3度 あ り,承 認を得ての造墓があったことを示しているのである.

したがって,集 落内の数多い家族中,え らばれた7家 族のみに造墓が認められてお り,

その うちの4家 族(各 尾根第1群)の みは古 くか らの有力家族と見え,尾 根の正面を占地

するのである.以 後,興 起 した家族の場合はすでに尾根正面を占めることが出来ず奥な り

脇に墓域を設けることとなるのであるが,そ の場合も承認を得て次々と造墓を果す家族と

後続の墓をもら得ない家族の存在することが注意されるのである.

このように見て くると,後 期群集墳の分析は戸籍の機能を果 しうるであろ う.池 尻の集

落内に居住した有力な家族の動向が実にダイナ ミックに姿を見せることになるのである.

中番古墳群や雲雀山古墳群より早い段階で形成がはじま り,早 く終焉している事実や,1

家族の造墓が1～3基 にとどまることなどは重要な特色であろうし,両 袖,片 袖,無 袖式

石室へ と次第に葬 る人数を減じ,夫 妻のみの墳墓であろうかと思える無袖にまで至 りなが

らも遂に7世 紀初葉に登場 してくる戸主1人 のみの墳墓一小形竪穴式石室一の存在しない

点も注目しておかねぽならない事実といえるであろう.畿 内中枢部の後期古墳群が6世 紀

の中葉に成立 し6世 紀末葉に終焉をとげる事実にまことによく符合を合せた成立,終 焉現

象を見せる本古墳群は,そ うした意味でも畿内的な,政 治的な遺跡 と考えられるのである.

昭和55年9月28日 稿了

〔付記〕

1.池 尻古墳群の調査 に当り,本 学助手植野浩三,3回 生平 田博幸,山 本明彦,宇 治原靖 泰,2

回生高野学,1回 生富山直人が主 と して調査 に携 り,3回 生柏 拓哉,河 合葉子,川 村紀子,

狭 川真一が時に これを助 けた.

2.本 稿 と関連す る私 論 として次の稿があ る.

a.「 群 集墳 の群 構造 とその性格一兵庫県小野市所在東野 中番地 区古墳群 をめ ぐる分析」(小

野 市教育委員 会r高 山古墳群調査報告書』昭和49年 刊)

b.「 雲 雀山東尾 根中古墳群の群構造 とその性格」(元 興寺文化 財研究 所r古 代研究』第4号

昭和49年 刊)

c.「 倉治 古墳群 の群 構造 とその性 格」(交 野古文化研究会r倉 治 古墳群発 掘調査報 告書』 昭

和50年 刊)

d.「 群集墳 の構造 とその性格」(講 談社r古 代史発掘』第6巻 ・昭和50年 刊)

な お:別 に関連す る調査 報告書 と して滋賀県教育委員会刊行のr日 野町小御門 古墳群発掘 調査

概要』・『飯道塚古墳群発掘調査報告書』・『狐栗古墳群発掘調査報告書』が ある.



158 奈 良 大 学 紀 要 第9号

第1図 池尻古墳群の立地と群構造 ・墓道
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第2図 池尻古墳群の横穴式石室平面図集成
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Summary

TheIkejiritomb-group,locatedatKakogawacity,Hyogopref.,consistsof13tombs

constructedinlate-6thcentury,amongwhichlltombshavealreadybeenexcavated.

Thesetombsareclassitiedintosevengroupsaccordingtothemethodhowtousethe

finstructureofthesorroundinglandscape,thestyleofthestone-chamberandtheramp

(whichisreproducedbyinspection).Eachgroupcorresponds,inourpresentunderstand-

ing,tothetombsofonefamily,andshowsthehistoryofeachfamily.Fourfamilies

inhabitedinthesouthernpartofthevillageareconsideredtohaveformedthecoreof

thatvillageandtheremainingthreefamiliesthenew-comers.Fromtheinvestigation

ofthistomb-group.Wecanhavemanyinformationsaboutthelife-styleofthefamily-

membersinthevillageinthe6-thcentury.


